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小樽IC～銭函IC間橋梁補修工事

東日本高速道路株式会社 北海道支社

札幌管理事務所
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図面目次



工事区間
札樽自動車道

朝里川橋

朝里高架橋

礼文塚橋

銭函川橋

張碓大橋

小
樽

 I
 C

W
3
8
.4

K
P

銭
函

 I
 C

W
2
3
.6

K
P

神威橋

全　体　位　置　図

全　体　位　置　図

図面番号

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

事務所名
東日本高速道路 株式会社

北海道支社 札幌管理事務所

―

施工会社名

札樽自動車道

―

小樽IC～銭函IC間橋梁補修工事

721



数量総括表

図面番号

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

事務所名
東日本高速道路 株式会社

北海道支社 札幌管理事務所

――

施工会社名

数量総括表

札樽自動車道

小樽IC～銭函IC間橋梁補修工事

722



723



724



725



726



727



728



729
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コンクリート除去工・断面修復工詳細図
朝里川橋 下り線 A1-P1

図面番号

札樽自動車道

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

事務所名
東日本高速道路 株式会社

北海道支社 札幌管理事務所

施工会社名

小樽IC～銭函IC間橋梁補修工事

図示 ―

補修範囲(床版下面端部)

朝里川橋 下り線 A1-P1

コンクリート除去工・断面修復工詳細図

平面図

凡例

事前調査工A1

補修範囲(変状部)

凡例

P1 床版下面端部変状詳細図 S=1:30

数量表

※伸縮装置取替に含む

S=1:150

A1

M

P1

F

※138

※139

※140

183

181-2

181-1

250

9
2
50

250

※
コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
(
伸
縮

装
置

取
替

の
数

量
に

含
ま
れ
る
)

9
2
50

若番側 老番側車道部

7
5

床版

鈑桁

2
8
5

2
1
0 3
5

床版

鈑桁

アスファルト舗装 アスファルト舗装

3
5

250

1
7
5

250

1
7
5

7
5

はつり範囲 はつり範囲
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コンクリート除去工・断面修復工詳細図
朝里川橋 下り線 P1-P2

図面番号

札樽自動車道

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

事務所名
東日本高速道路 株式会社

北海道支社 札幌管理事務所

施工会社名

小樽IC～銭函IC間橋梁補修工事

図示 ―

朝里川橋 下り線 P1-P2

コンクリート除去工・断面修復工詳細図

平面図

補修範囲(床版下面端部)

補修範囲(変状部)

凡例

数量表

P2 床版下面端部変状詳細図 S=1:30P1 床版下面端部変状詳細図 S=1:30

※伸縮装置取替に含む ※伸縮装置取替に含む

凡例

事前調査工A1

S=1:150

※
コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
(
伸
縮

装
置

取
替

の
数

量
に

含
ま
れ
る
)

9
7
6 3

P1

M

P2

F

※129

※128
※127

127-1

127-2

250 250

128-1

129-1

※
コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
(
伸
縮

装
置

取
替

の
数

量
に

含
ま
れ
る
)

9
2
50

若番側 老番側車道部

7
5

床版

鈑桁

2
8
5

2
1
0 3
5

床版

鈑桁

アスファルト舗装 アスファルト舗装

3
5

250

1
7
5

250

1
7
5

7
5

はつり範囲 はつり範囲

若番側 老番側車道部

7
5

床版

鈑桁

2
8
5

2
1
0 3
5

床版

鈑桁

アスファルト舗装 アスファルト舗装

3
5

250

1
7
5

250

1
7
5

7
5

はつり範囲 はつり範囲

7212



コンクリート除去工・断面修復工詳細図
朝里川橋 下り線 P2-P3

図面番号

札樽自動車道

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

事務所名
東日本高速道路 株式会社

北海道支社 札幌管理事務所

施工会社名

小樽IC～銭函IC間橋梁補修工事

図示 ―

朝里川橋 下り線 P2-P3

コンクリート除去工・断面修復工詳細図

平面図

凡例

事前調査工A1

補修範囲(変状部)

凡例

補修範囲(床版下面端部)

数量表

P2 床版下面端部変状詳細図 S=1:30 P3 床版下面端部変状詳細図 S=1:30

※伸縮装置取替に含む ※伸縮装置取替に含む

S=1:150

P2

M

P3

F

※106

※105

170

105-1

107-1

291-1

※
コ
ン
ク

リ
ー
ト

工
(伸

縮
装
置

取
替
の

数
量
に

含
ま
れ
る
)

1
2
0
55

※107

※291

250

※
コ
ン
ク

リ
ー
ト

工
( 伸

縮
装
置

取
替
の

数
量
に

含
ま
れ
る
)

9
7
63

250

若番側 老番側車道部

7
5

床版

鈑桁

2
8
5

2
1
0 3
5

床版

鈑桁

アスファルト舗装 アスファルト舗装

3
5

250

1
7
5

250

1
7
5

7
5

はつり範囲 はつり範囲

若番側 老番側車道部

7
5

8
5

床版

鈑桁 鈑桁

2
8
5

250

1
2
5

2
1
0

1
4
5 床版

アスファルト舗装 アスファルト舗装

はつり範囲 はつり範囲

1
6
0

300

2
3
0
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コンクリート除去工・断面修復工詳細図
朝里川橋 下り線 P3-P4

図面番号

札樽自動車道

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

事務所名
東日本高速道路 株式会社

北海道支社 札幌管理事務所

施工会社名

小樽IC～銭函IC間橋梁補修工事

図示 ―

朝里川橋 下り線 P3-P4

コンクリート除去工・断面修復工詳細図

平面図

数量表

補修範囲(変状部)

凡例

補修範囲(床版下面端部)

P3 床版下面端部変状詳細図 S=1:30 P4 床版下面端部変状詳細図 S=1:30

※伸縮装置取替に含む ※伸縮装置取替に含む

凡例

事前調査工A1

S=1:150

318-1

P3
M

P4
F

※100

※318

100-1

295-1

116-1

※295

※116
300

※
コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
(
伸
縮

装
置

取
替

の
数

量
に

含
ま
れ
る
)

1
2
0
55

※
コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
(
伸
縮

装
置

取
替

の
数

量
に

含
ま
れ
る
)

1
4
5
54

300

若番側 老番側車道部

7
5

8
5

床版

鈑桁 鈑桁

2
8
5

250

1
2
5

2
1
0

1
4
5 床版

アスファルト舗装 アスファルト舗装

はつり範囲 はつり範囲

1
6
0

300

2
3
0

若番側 老番側車道部

7
5

8
5

床版

鈑桁 鈑桁

3
0
5

300

1
4
52
3
0

1
25 床版

250

アスファルト舗装 アスファルト舗装

はつり範囲 はつり範囲

1
60

2
1
0
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コンクリート除去工・断面修復工詳細図
朝里川橋 下り線 P4-P5

図面番号

札樽自動車道

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

事務所名
東日本高速道路 株式会社

北海道支社 札幌管理事務所

施工会社名

小樽IC～銭函IC間橋梁補修工事

図示 ―

朝里川橋 下り線 P4-P5

コンクリート除去工・断面修復工詳細図

平面図

数量表

補修範囲(変状部)

凡例

補修範囲(床版下面端部)

P4 床版下面端部変状詳細図 S=1:30 P5 床版下面端部変状詳細図 S=1:30

※伸縮装置取替に含む ※伸縮装置取替に含む

凡例

事前調査工A1

S=1:150

※
コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
(
伸
縮

装
置

取
替

の
数

量
に

含
ま
れ
る
)

1
5
7
46

P4

M

P5
F

※
コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
(
伸
縮

装
置

取
替

の
数

量
に

含
ま
れ
る
)

1
4
5
5 4

250250

※59

※324 ※63

※357

356

59-1

324-1

63-1

若番側 老番側車道部

7
5

8
5

床版

鈑桁 鈑桁

3
0
5

300

1
4
52
3
0

1
25 床版

250

アスファルト舗装 アスファルト舗装

はつり範囲 はつり範囲

1
60

2
1
0

7
5

1
2
5

床版

鈑桁 鈑桁

2
8
5

250

2
1
0

床版

250

1
60

1
35

アスファルト舗装 アスファルト舗装

はつり範囲 はつり範囲

若番側 老番側車道部

2
2
0
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コンクリート除去工・断面修復工詳細図
朝里川橋 下り線 P5-P6

図面番号

札樽自動車道

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

事務所名
東日本高速道路 株式会社

北海道支社 札幌管理事務所

施工会社名

小樽IC～銭函IC間橋梁補修工事

図示 ―

朝里川橋 下り線 P5-P6

コンクリート除去工・断面修復工詳細図

平面図

凡例

事前調査工A1

補修範囲(変状部)

凡例

補修範囲(床版下面端部)

数量表

P5 床版下面端部変状詳細図 S=1:30 P6 床版下面端部変状詳細図 S=1:30

※伸縮装置取替に含む ※伸縮装置取替に含む

S=1:150

※
コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
(
伸
縮

装
置

取
替

の
数

量
に

含
ま
れ
る
)

1
6
6
27

P5

M

P6

F

※
コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
(
伸
縮

装
置

取
替

の
数

量
に

含
ま
れ
る
)

1
5
7
46

67

250

250

393

※199

※392

※93

※390

※391

392-1

93-1

391-1

7
5

1
2
5

床版

鈑桁 鈑桁

2
8
5

250

2
1
0

床版

250

1
60

1
35

アスファルト舗装 アスファルト舗装

はつり範囲 はつり範囲

若番側 老番側車道部
2
2
0

若番側 老番側車道部

7
5

1
2
5

床版

鈑桁 鈑桁

2
9
5

250

1
352
2
0

1
45

床版

250

1
60

アスファルト舗装 アスファルト舗装

はつり範囲 はつり範囲

2
3
0
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コンクリート除去工・断面修復工詳細図
朝里川橋 下り線 P6-A2

図面番号

札樽自動車道

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

事務所名
東日本高速道路 株式会社

北海道支社 札幌管理事務所

施工会社名

小樽IC～銭函IC間橋梁補修工事

図示 ―

朝里川橋 下り線 P6-A2

コンクリート除去工・断面修復工詳細図

平面図

補修範囲(変状部)

凡例

補修範囲(床版下面端部)

数量表

P6 床版下面端部変状詳細図 S=1:30

※伸縮装置取替に含む

凡例

事前調査工A1

S=1:150
P6

M

A2

F

418-1

90-1

1
8
0
13

※
コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
(
伸
縮

装
置

取
替

工
の

数
量

に
含
ま
れ
る
)

1
6
6
27

※417

※90

※418

若番側 老番側車道部

7
5

1
2
5

床版

鈑桁 鈑桁

2
9
5

250

1
352
2
0

1
45

床版

250

1
60

アスファルト舗装 アスファルト舗装

はつり範囲 はつり範囲

2
3
0
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はく落防止ネット撤去工詳細図
朝里川橋 下り線 P2-P3

図面番号

札樽自動車道

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

事務所名
東日本高速道路 株式会社

北海道支社 札幌管理事務所

施工会社名

小樽IC～銭函IC間橋梁補修工事

S=1:150 ―

朝里川橋 下り線 P2-P3

平面図

はく落防止ネット

凡例

数量表

項　　目 単位 数　量

はく落防止ネット撤去工A ㎡ 1.9

備　　考

はく落防止ネット撤去工詳細図

P2

M

P3

F

1980

9
50

はく落防止ネット
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図面番号

札樽自動車道

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

事務所名
東日本高速道路 株式会社

北海道支社 札幌管理事務所

施工会社名

小樽IC～銭函IC間橋梁補修工事

―

朝里川橋　下り線　P4

立入防止柵撤去設置工詳細図数　量項　　目 備　考

6.0

単位

ｍ

数量表

P4立入防止柵撤去設置工

A
朝里川橋

橋　梁　名

下り線

立入防止柵撤去設置工詳細図
朝里川橋　下り線　P4

―

側 面 図

正 面 図

立入防止柵

下り線

　P4

下り線

　P5

上り線

　P4
上り線

　P5

立
入
防
止
柵
撤
去
設
置
工

L
=
6.
0m

1500

1
4
00

5
00

5
00

4
00

φ3.2×56

1500

φ4.0

400

5
0
0

7221
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朝里高架橋 橋梁一般図(2)

図面番号

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

事務所名
東日本高速道路 株式会社

北海道支社 札幌管理事務所

――

施工会社名

朝里高架橋

橋梁一般図(2)

小樽IC～銭函IC間橋梁補修工事

上り線

札樽自動車道
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図面番号

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

事務所名
東日本高速道路 株式会社

北海道支社 札幌管理事務所

――

施工会社名

朝里高架橋

橋梁一般図(3)

小樽IC～銭函IC間橋梁補修工事

上り線

札樽自動車道
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朝里高架橋 橋梁一般図(4)

図面番号

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

事務所名
東日本高速道路 株式会社

北海道支社 札幌管理事務所

――

施工会社名

朝里高架橋

橋梁一般図(4)

小樽IC～銭函IC間橋梁補修工事

上り線

札樽自動車道

7225
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コンクリート除去工・断面修復工詳細図
朝里高架橋 上り線 P15-P16

図面番号

札樽自動車道

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

事務所名
東日本高速道路 株式会社

北海道支社 札幌管理事務所

施工会社名

小樽IC～銭函IC間橋梁補修工事

S=1:100 ―

朝里高架橋 上り線 P15-P16

コンクリート除去工・断面修復工詳細図

凡例

事前調査工A2

数量表

既設はく落防止

凡例

補修範囲(変状部)

182-1

P15

M

P16

F

182-2

182-3

182-4

182-5

1

1

1－1断面　(上部工妻面)

平面図

遊間

7229



コンクリート除去工・断面修復工詳細図
朝里高架橋 下り線 P1-P2

図面番号

札樽自動車道

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

事務所名
東日本高速道路 株式会社

北海道支社 札幌管理事務所

施工会社名

小樽IC～銭函IC間橋梁補修工事

S=1:150 ―

補修範囲(変状部)

凡例

朝里高架橋 下り線 P1-P2

コンクリート除去工・断面修復工詳細図

平面図

凡例

事前調査工A2

数量表

P1

M

P2

M

25

路
肩

側
中

分
側

ラ
ン

プ
下

り
線

7230



朝里高架橋 ランプ P2

図面番号

札樽自動車道

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

事務所名
東日本高速道路 株式会社

北海道支社 札幌管理事務所

施工会社名

小樽IC～銭函IC間橋梁補修工事

S=1:150 ―

補修範囲(変状部)

凡例

朝里高架橋 ランプ P2

コンクリート除去工・断面修復工詳細図

コンクリート除去工・断面修復工詳細図

朝里高架橋 OFFランプ朝里高架橋　上り線　P2

a 断面 b 断面配置図

凡例

事前調査工A4

数量表

a b

36

28 32

O
F
F
ラ

ン
プ

上
り

線
　

P
2

至 札幌JCT至 小樽IC

a断面

b断面

7231



コンクリート表面処理工・はく落防止対策工詳細図
朝里高架橋 上り線 P15-P16

図面番号

札樽自動車道

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

事務所名
東日本高速道路 株式会社

北海道支社 札幌管理事務所

施工会社名

小樽IC～銭函IC間橋梁補修工事

S=1:100 ―

朝里高架橋 上り線 P15-P16

数量表

既設はく落防止

凡例

コンクリート表面処理工A-1
はく落防止対策工B-1

コンクリート表面処理工・

はく落防止対策工詳細図

4
0
0

1630

P15

M

P16

F

2620

6
5
5
0

平面図

遊間

7232
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工
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1
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.
7
m

排水装置撤去設置工詳細図
朝里高架橋 上り線 P15

図面番号

札樽自動車道

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

事務所名
東日本高速道路 株式会社

北海道支社 札幌管理事務所

施工会社名

小樽IC～銭函IC間橋梁補修工事

―

朝里高架橋 上り線 P15

数量表

項　　目 単位 数　量

排水装置撤去設置工 B m 12.7

備　　考

排水装置撤去設置工詳細図

φ150

―

7235



朝里高架橋 ランプ P2

図面番号

札樽自動車道

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

事務所名
東日本高速道路 株式会社

北海道支社 札幌管理事務所

施工会社名

小樽IC～銭函IC間橋梁補修工事

S=1:100 ―

朝里高架橋 ランプ P2

朝里高架橋 OFFランプ朝里高架橋　上り線　P2

断面図配置図

数量表

項　　目 単位 数　量

排水装置撤去設置工 Ｃ１ m 6.6

備　　考

排水装置撤去設置工詳細図

排水装置撤去設置工詳細図

φ50 高密度ポリエチレン管

材料表

品　　名 単位 数　量

アンカーボルト 本 12

規格・寸法

M8×60 HDZT49 スリーブ打込式

ボルトナット 個 M8×60 HDZT49 

平座金 個 M8×60 HDZT49 

12

12

排
水
装
置
撤
去
設
置
工

Ｃ
１
　
6.
6m

排
水
装
置
撤
去
設
置
工

Ｃ
１
　
6
.6
m

3
00

5
@1
00
0

1
30
0

O
F
F
ラ

ン
プ

上
り

線
　

P
2

至 札幌JCT至 小樽IC

断面

撤去対象
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朝里高架橋 下り線 P1-P2

図面番号

札樽自動車道

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

事務所名
東日本高速道路 株式会社

北海道支社 札幌管理事務所

施工会社名

小樽IC～銭函IC間橋梁補修工事

S=1:150 ―

朝里高架橋 下り線 P1-P2

平面図

はく落防止ネット

凡例

数量表

項　　目 単位 数　量

はく落防止ネット撤去工A ㎡ 13.9

備　　考

はく落防止ネット撤去工詳細図

はく落防止ネット撤去工詳細図

P1

M

P2

M

4070

3
4
10

路
肩

側
中

分
側

はく落防止ネット
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P15 P16

立
入

防
止

柵
撤

去
設

置
工

L
=
6
.
0
m

G.L

1
50
0

50
5
00

ひし形金網

4
00

5
00

1
65
0

鋼管ぐい基礎

1500 1500 1500

Φ139.8×3.6

2
00

ひし形金網

1
20
0

ひし形金網

Φ139.8×3.6

G.L

立入防止柵撤去設置工詳細図
朝里高架橋 上り線 P15-P16

図面番号

札樽自動車道

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

事務所名
東日本高速道路 株式会社

北海道支社 札幌管理事務所

施工会社名

小樽IC～銭函IC間橋梁補修工事

― ―

朝里高架橋 上り線 P15-P16

立入防止柵撤去設置工詳細図数　量項　　目 備　考

6.0

単位

ｍ

数量表

P15-P16間立入防止柵撤去設置工

B
朝里高架橋

橋　梁　名

上り線

平 面 図

側 面 図

正 面 図
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梯
子

L
=
9
.
0
m

P15 P16

撤去対象

検査路撤去再設置工詳細図
朝里高架橋 上り線 P15

図面番号

札樽自動車道

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

事務所名
東日本高速道路 株式会社

北海道支社 札幌管理事務所

施工会社名

小樽IC～銭函IC間橋梁補修工事

S=1:100 ―

朝里高架橋 上り線 P15

検査路撤去再設置工詳細図

上り線 下り線

正 面 図

数量表

項　　目 単位 数　量 備　　考

検査路撤去再設置工 ｔ 0.180

位 置 図S=1:100
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橋長 160900
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0

曲線半径

勾
　
配

勾
　
配

測
 
 
点

曲線長

交
点

高

下り線

上り線

至　小樽IC

A1

神威橋 橋梁一般図(1)

図面番号

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

事務所名
東日本高速道路 株式会社

北海道支社 札幌管理事務所

――

施工会社名

神威橋

橋梁一般図(1)

小樽IC～銭函IC間橋梁補修工事

下り線

札樽自動車道
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曲線半径

勾
　
配

勾
　
配

測
 
 
点

曲線長

交
点

高

下り線

上り線

至　小樽IC

P2

張碓大橋 橋梁一般図(1)

図面番号

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

事務所名
東日本高速道路 株式会社

北海道支社 札幌管理事務所

――

施工会社名

張碓大橋

橋梁一般図(1)

小樽IC～銭函IC間橋梁補修工事

上り線

札樽自動車道

7245
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張碓大橋 上り線 P5

コンクリート除去工・断面修復工詳細図

図面番号

札樽自動車道

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

事務所名
東日本高速道路 株式会社

北海道支社 札幌管理事務所

張碓大橋 上り線 P5

コンクリート除去工・断面修復工詳細図

―

施工会社名

小樽IC～銭函IC間橋梁補修工事

S=1:150

凡例

事前調査工A4

補修範囲(変状部)

凡例

数量表

側　面　図

3-3

正　面　図

2-2

250

1-1

側　面　図
平　面　図

3

3

2

1

1

2

至
　
札
幌

至
　
小
樽

[路肩側] [中分側]S=1:100
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正　面　図

2-2

2
8
20

2000
1
6
00

1000

8
0
0

1000

2
0
00

1000

はく落防止ネット

5.6㎡　

はく落防止ネット

1.6㎡

はく落防止ネット

0.8㎡

はく落防止ネット

2.0㎡

1-1

側　面　図 平　面　図

2

1

1

2

至
　
札
幌

至
　
小
樽

[路肩側] [中分側]

S=1:100

図面番号

札樽自動車道

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

事務所名
東日本高速道路 株式会社

北海道支社 札幌管理事務所

張碓大橋 上り線 P5

はく落防止ネット撤去工詳細図

―

施工会社名

小樽IC～銭函IC間橋梁補修工事

S=1:150

はく落防止ネット

凡例

張碓大橋 上り線 P5

はく落防止ネット撤去工詳細図

数量表

項　　目 単位 数　量

はく落防止ネット撤去工A ㎡ 10.0

備　　考
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図面番号

札樽自動車道

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

事務所名
東日本高速道路 株式会社

北海道支社 札幌管理事務所

施工会社名

小樽IC～銭函IC間橋梁補修工事

―

張碓大橋 上り線 P5

進入路整備工

進入路整備工
張碓大橋 上り線 P5

―

数量表

項　　目 単位 数　量

進入路整備工 Ａ ㎡ 9.3

備　　考

敷鉄板1枚当たり(22mm×1.524×6.096)

断面図

市
道

軍
用

線

←　至　小樽　　 至　札幌　→　

下り線

　P005

上り線

　P005

敷
鉄
板

L=
6.
0m

1.5m

敷鉄板 W=1.5m

市道軍用線

7253



図面番号

札樽自動車道

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

事務所名
東日本高速道路 株式会社

北海道支社 札幌管理事務所

施工会社名

小樽IC～銭函IC間橋梁補修工事

―

張碓大橋 上り線 P5

立入防止柵撤去設置工詳細図数　量項　　目 備　考

6.5

単位

ｍ

数量表

P5立入防止柵撤去設置工

A
張碓大橋

橋　梁　名

上り線

詳細図

立入防止柵撤去設置工詳細図
張碓大橋 上り線 P5

―

市
道

軍
用

線

立入防止柵

立入防止柵

立入防止柵

←　至　小樽　　 至　札幌　→　

下り線

　P005

上り線

　P005

立
入
防
止
柵
撤
去
設
置
工

L=
6.
5m

GL

丁番

帯　鋼

ブレース

カンヌキ

φ3.2×56

φ4.0

5
0
0

30011001000
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礼文塚橋 下り線 P1-A2

コンクリート除去工・断面修復工詳細図

図面番号

札樽自動車道

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

事務所名
東日本高速道路 株式会社

北海道支社 札幌管理事務所

施工会社名

小樽IC～銭函IC間橋梁補修工事

図示 ―

補修範囲(変状部)

凡例

礼文塚橋 下り線 P1-A2

コンクリート除去工・断面修復工詳細図

主桁展開図

平面図

凡例

事前調査工A1

数量表

側面図

S=1:200

S=1:250

S=1:250

G1

G2

G3

G4

路
肩

側
中

分
側

A2

F

P1

M

27

G4

A2

F

P1

M

G1
36

A2

F

P1

M

A2

F

P1

M

7257



7258



7259



コンクリート除去工・断面修復工詳細図
銭函川橋 下り線 A1-P1

図面番号

札樽自動車道

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

事務所名
東日本高速道路 株式会社

北海道支社 札幌管理事務所

施工会社名

小樽IC～銭函IC間橋梁補修工事

S=1:150 ―

補修範囲(変状部)

凡例

銭函川橋 下り線 A1-P1

コンクリート除去工・断面修復工詳細図

凡例

事前調査工A1

数量表

G
1

平面図

側面図 

立入防止柵

G
2

G
3

G
4

至 朝里IC

65

中
分
側

路
肩
側

A1P1

65

M F

至 札幌JCT

A1P1
M F
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はく落防止ネット撤去工詳細図
銭函川橋 下り線 A1-P1

図面番号

札樽自動車道

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

事務所名
東日本高速道路 株式会社

北海道支社 札幌管理事務所

施工会社名

小樽IC～銭函IC間橋梁補修工事

S=1:100 ―

銭函川橋 下り線 A1-P1

はく落防止ネット撤去工詳細図
数量表

項　　目 単位 数　量

はく落防止ネット撤去工A ㎡ 2.1

備　　考

はく落防止ネット

凡例

側面図 

はく落防止ネット

1000

2
0
9
0

A1P1
M F
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伸縮装置取替詳細図(1)
銭函川橋

※本図面は、既設の伸縮装置である。下り線 P2,A2 伸縮装置取替 E1 (S=20mm,S=10mm)

図面番号

札樽自動車道

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

事務所名
東日本高速道路 株式会社

北海道支社 札幌管理事務所

施工会社名

小樽IC～銭函IC間橋梁補修工事

―

銭函川橋 

伸縮装置取替詳細図(1)

―

A1 P1 P2 A2

A1 P1 P2 A2
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コンクリート除去工・断面修復工詳細図

(上部工・下部工・伸縮装置)

図面番号

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

事務所名
東日本高速道路 株式会社

北海道支社 札幌管理事務所

コンクリート除去工・断面修復工詳細図

―

施工会社名

―

札樽自動車道

小樽IC～銭函IC間橋梁補修工事

主
鉄

筋

帯
鉄

筋

既設構造物

WJ工法はつり範囲

コンクリート除去工

(はつり深さ100mm以下)

断面修復工

奥側鉄筋の

　　　背面10mm程度まで

　　　　　　はつり取るものとする。

※　鉄筋部まではつり取る場合は、露出鉄筋への防錆材塗布を行うこと。

※　コンクリート除去工の周囲はフェザーエッジが生じないよう留意すること。

断面修復工

除去工

防錆材

亜硝酸リチウム

断面補修詳細図

コンクリート

はつり深さ100ｍｍ以下 はつり深さ100ｍｍを超える

上部工 上部工・下部工

―

〇

主
鉄

筋

帯
鉄

筋

既設構造物

WJ工法はつり範囲

コンクリート除去工

(はつり深さ100mmを超える)

断面修復工

奥側鉄筋の

　　　背面10mm程度まで

　　　　　　はつり取るものとする。

WJ工法

t=100mm打撃工法

W
J
工

法

W
=
1
0
0
m
m

W
J
工

法

W
=
1
0
0
m
m

打
撃

工
法

断
面

修
復

部
に

表
面

保
護

工
ま

た
は
、

は
く

落
防

止
対
策

工
を

行
う

場
合

は
断

面
修

復
部

の
周

囲
+
10
0m
m

Ａ‐１（固定足場、ＷＪ工法） Ｃ‐１(Ａ)（固定足場、ＷＪ＋打撃工法）

Ｃ２‐１(Ａ)

固定足場、防錆材有
吹付工法、下部工

Ａ‐１

固定足場、防錆材有

左官工法

〇

―

上部工

狭隘部の施工

Ｅ－１ (固定足場、ＷＪ)

Ｅ-１

固定足場、防錆材有

〇

―

損傷部

コンクリート除去工E-1

(狭隘部用WJ工法)

断面修復工E-1

コンクリート除去工A-1

(ハンドガンWJ工法)

断面修復工A-1

橋台

GL

橋脚

コンクリート除去工E-1

(狭隘部用WJ工法)

断面修復工E-1

コンクリート除去工A-1

(ハンドガンWJ工法)

断面修復工A-1

損傷部

GL

橋台桁端部 橋脚桁端部

Ｃ１‐１

固定足場、防錆材有

吹付工法、上部工

断
面

修
復

部
に

表
面

保
護

工
ま

た
は
、

は
く

落
防

止
対
策

工
を

行
う

場
合

は
断

面
修

復
部

の
周

囲
+
10
0m
m

吹付工法

Ｃ‐１(Ｂ)（固定足場＋昇降設備、ＷＪ＋打撃工法）

Ｃ２‐１(Ｂ)

固定足場＋昇降設備、防錆材有
吹付工法、下部工

床版

鈑桁

床版

鈑桁

アスファルト舗装 アスファルト舗装

伸縮装置

はつり深さ100ｍｍを超える

ＷＪ工法+打撃工法

超速硬コンクリート

―

―

WJ工法

t=100mm

打撃工法 WJ工法

t=100mm

打撃工法

Ａ‐１

固定足場、防錆材有
左官工法
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表面処理工・はく落防止対策工詳細図

図面番号

札樽自動車道

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

事務所名
東日本高速道路 株式会社

北海道支社 札幌管理事務所

表面処理工・はく落防止対策工詳細図

―

施工会社名

―

小樽IC～銭函IC間橋梁補修工事

ディスクサンダー表面処理工詳細図(上部工)

断面修復工

鉄筋 φD

鉄筋 φD

既設構造物 防錆材（塗布）

100mm 100mm断面修復工(コンクリート除去工)

はく落防止対策工(表面処理工)または表面保護工

100

1
0
0

1
0
0

100
※ディスクサンダーによる表面処理は構造物端部や入隅・出隅部

　　不能な箇所に適用し、その幅100ｍｍを基本とする。

　及び支障物の周囲等ウォータージェット工法による表面処理が
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５０

700ｍ先 1000ｍ先

追越禁止

ここから

ここから

400ｍ先

ここから

６０５０

追越禁止追越禁止

標　識　車

施　工　箇　所

追越車線

走行車線

路　肩

100ｍ 300ｍ 300ｍ 300ｍ200ｍ～300ｍ

10～20ｍ間隔
20～30ｍ間隔

工

事

案

内

看

板

工

事

案

内

看

板

ここから

８０

100ｍ

(※1)

(※2)

工

事

案

内

看

板

工

事

案

内

看

板

(※3)

B AC

D

交通監視員

ロボット誘導員

矢印板(高輝度反射式)

ラバーコーン

工事回転灯

進入車強制停止装置

路　肩

走行車線

追越車線
標　識　車

追越禁止

５０
６０

ここから

400ｍ先

ここから

ここから

追越禁止

1000ｍ先

５０

20～30ｍ間隔

300ｍ300ｍ300ｍ100ｍ

工

事

案

内

看

板

工

事

案

内

看

板

700ｍ先

追越禁止

ここから

８０

10～20ｍ間隔

100ｍ 200ｍ～300ｍ

工

事

案

内

看

板

工

事

案

内

看

板

施　工　箇　所

(※1)

(※3)

(※2)

B
AC

D

走行車線規制

記号説明事項

追越車線規制

（※1）規制延長が１kmを超える場合、中間部に設置する。

（※2）追越車線規制時においても路肩へ設置する。

・夜間時のラバコーンは２個に１個は点滅灯付とする。

・夜間時の規制標識（警戒・規制）はライトアップする。
（※3）施工箇所は、10ｍ間隔に設置する。

図面番号

札樽自動車道

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

事務所名
東日本高速道路 株式会社

北海道支社 札幌管理事務所

施工会社名

小樽IC～銭函IC間橋梁補修工事

―

交通規制工規制図 (1)

車線規制 Ａ　車線規制 Ｂ　

交通規制工規制図 (1)

・他責事故防止のため危険車両の接近時に規制内の作業員等へ警告するための警報装置を使用するものとする。　　　　

交通監視員が使用するタイプ　（例）警報付安全旗、大音量電子ホイッスル等　　　　　　　　

―

連続車線規制 Ａ　連続車線規制 Ｂ　連続車線規制 Ｃ

A

交通保安要員 配　置

A（交通監視員)

B
B（交通監視員)

C
C（交通監視員)

D
D（交通監視員)

テーパー部

工事用車両出入口

施工箇所

規制内巡回等

配置人数

(昼)

交代要員

2

1

車線規制　Ａ,Ｂ

1

1

1
A

交通保安要員 配　置

A（交通監視員)

B
B（交通監視員)

C
C（交通監視員)

D
D（交通監視員)

テーパー部

工事用車両出入口

施工箇所

規制内巡回等

配置人数

(昼)

交代要員

1

1

車線規制　Ｂ（朝里高架橋）

1

1

1
A

交通保安要員 配　置

A（交通監視員)

B
B（交通監視員)

C
C（交通監視員)

D
D（交通監視員)

テーパー部

工事用車両出入口

施工箇所

規制内巡回等

配置人数

(昼)

交代要員

2

1

連続車線規制　Ａ,Ｂ,Ｃ

1

1

1

配置人数

(夜)

1

1

1
A

交通保安要員 配　置

A（交通監視員)

B
B（交通監視員)

C
C（交通監視員)

D
D（交通監視員)

テーパー部

工事用車両出入口

施工箇所

規制内巡回等

配置人数

(昼)

交代要員

1

1

連続車線規制　Ａ（朝里高架橋）

1

1

1

配置人数

(夜)

1

1

1

7267



施　工　箇　所
C

D

工

事

案

内

看

板

工

事

案

内

看

板

追越車線

走行車線

OFFラ
ンプ

10～20ｍ間隔 (※3)

至　朝里料金所

交通監視員

ロボット誘導員

矢印板(高輝度反射式)

ラバーコーン

工事回転灯

進入車強制停止装置

IC

出

口

案

内

看

板

10～20ｍ間隔

D

追越車線

走行車線
(※3)

OFFラ
ンプ

C

至　朝里料金所

1000ｍ先

追越禁止

ここから

ここから
400ｍ先

ここから

100ｍ 300ｍ 300ｍ 300ｍ

20～30ｍ間隔

工

事

案

内

看

板

６０

５０

700ｍ先

標　識　車

工

事

案

内

看

板

A

B

200ｍ～300ｍ

100ｍ

トンネル

1000ｍ先

追越禁止

ここから

ここから

400ｍ先

ここから

100ｍ 300ｍ 300ｍ 300ｍ

20～30ｍ間隔

工

事

案

内

看

板

６０５０

700ｍ先

標　識　車

工

事

案

内

看

板

AB

200ｍ～300ｍ

100ｍ

トンネル

走行車線規制
OFFﾗﾝﾌﾟ部

記号説明事項

図面番号

札樽自動車道

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

事務所名
東日本高速道路 株式会社

北海道支社 札幌管理事務所

施工会社名

小樽IC～銭函IC間橋梁補修工事

―

交通規制工規制図 (2)

交通規制工規制図 (2)

―

（※1）規制延長が１kmを超える場合、中間部に設置する。

（※2）追越車線規制時においても路肩へ設置する。

・夜間時のラバコーンは２個に１個は点滅灯付とする。

・夜間時の規制標識（警戒・規制）はライトアップする。

・他責事故防止のため危険車両の接近時に規制内の作業員等へ警告するための警報装置を使用するものとする。　　　　

交通監視員が使用するタイプ　（例）警報付安全旗、大音量電子ホイッスル等　　　　　　　　

追越車線規制
OFFﾗﾝﾌﾟ部

（※3）施工箇所は、10ｍ間隔に設置する。

施　工　　　　　　　　箇　所

施　工　箇　所

車線規制 Ｂ　
連続車線規制 Ｄ

A

交通保安要員 配　置

A（交通監視員)

B
B（交通監視員)

C
C（交通監視員)

D
D（交通監視員)

テーパー部

工事用車両出入口

施工箇所

規制内巡回等

配置人数

(昼)

1

1

1

1

交代要員 1

車線規制　Ｂ

A

交通保安要員 配　置

A（交通監視員)

B
B（交通監視員)

C
C（交通監視員)

D
D（交通監視員)

テーパー部

工事用車両出入口

施工箇所

規制内巡回等

配置人数

(昼)

1

1

1

1

配置人数

(夜)

交代要員 1

1

1

1

連続車線規制　Ｄ
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交通監視員

ロボット誘導員

ラバーコーン

進入車強制停止装置

追越車線

走行車線

OFF
ランプ

標　識　車

施　工　箇　所

工

事

案

内

看

板

200ｍ

200ｍ先

B

C

工

事

案

内

看

板

10～20ｍ間隔 (※1)

W=3.5mの施工のため

Dランプ伸縮装置調査、W=3.5m分の施工時

D

至　朝里料金所

施　工　箇　所
C

B

工

事

案

内

看

板

工

事

案

内

看

板

追越車線

走行車線

OFFラ
ンプ

10～20ｍ間隔 (※1)

W=3.1mの施工のため

W
=
3
.
5m

W=3.1m分の施工時

至　朝里料金所

1000ｍ先

追越禁止

ここから

ここから

400ｍ先

ここから

100ｍ 300ｍ 300ｍ 300ｍ

20～30ｍ間隔

工

事

案

内

看

板

６０５０

700ｍ先

標　識　車

AD

200ｍ～300ｍ

100ｍ

トンネル

ランプ通行止規制
OFFﾗﾝﾌﾟ部

記号説明事項

図面番号

札樽自動車道

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

事務所名
東日本高速道路 株式会社

北海道支社 札幌管理事務所

施工会社名

小樽IC～銭函IC間橋梁補修工事

―

交通規制工規制図 (3)

―

・夜間時のラバコーンは２個に１個は点滅灯付とする。

・夜間時の規制標識（警戒・規制）はライトアップする。

・他責事故防止のため危険車両の接近時に規制内の作業員等へ警告するための警報装置を使用するものとする。　　　　

交通監視員が使用するタイプ　（例）警報付安全旗、大音量電子ホイッスル等　　　　　　　　

（※1）施工箇所は、10ｍ間隔に設置する。

交通規制工規制図 (3)

ランプ通行止規制　Ａ（Ｙ）・連続車線規制　Ｅ

A

交通保安要員 配　置

A（交通監視員)

B
B（交通監視員)

C
C（交通監視員)

D
D（交通監視員)

テーパー部

工事用車両出入口

施工箇所

規制内巡回等

配置人数

(夜)

交代要員

1

1

走行車線・ランプ規制
OFFﾗﾝﾌﾟ部

ランプ通行止規制　Ａ（Ｙ）

A

交通保安要員 配　置

A（交通監視員)

B
B（交通監視員)

C
C（交通監視員)

D
D（交通監視員)

テーパー部

工事用車両出入口

施工箇所

規制内巡回等

配置人数

(昼)

1

1

1

1

配置人数

(夜)

交代要員 1

1

1

1

連続車線規制　Ｅ

1

1
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※一般道の規制に要する費用は、共通仮設費の
【安全費】に含むものとする。

記号説明事項

矢印板 ※

ラバコーン ※

誘導表示板 ※

朝里高架橋 下り線　A2

図面番号

札樽自動車道

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

事務所名
東日本高速道路 株式会社

北海道支社 札幌管理事務所

施工会社名

小樽IC～銭函IC間橋梁補修工事

――

交通保安要員配置図(1)

交通保安要員配置図(1)

交通誘導警備員Ｂ２-１（交通保安要員にて計上）

数量表

項　目

交通誘導警備員Ｂ２-１

規 制 回 数

２ －

1回の規制に際する人数 数量(人・日)

交通誘導警備員A 交通誘導警備員B 交通誘導警備員A 交通誘導警備員B

－ ２ － ４

高所作業車

一時停止位置

一時停止位置

一時停止位置

停止位置

停止位置

A002上り線
作業エリア

市道朝里東３０号線

市

道

朝

里

中

央

線

市
道
朝
里
南
10

線

札樽自動車道　朝里高架橋

A002下り線
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※一般道の規制に要する費用は、共通仮設費の
【安全費】に含むものとする。

記号説明事項

矢印板 ※

ラバコーン ※

誘導表示板 ※

張碓大橋 上り線　P5

図面番号

札樽自動車道

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

事務所名
東日本高速道路 株式会社

北海道支社 札幌管理事務所

施工会社名

小樽IC～銭函IC間橋梁補修工事

――

交通保安要員配置図(2)

交通保安要員配置図(2)

交通誘導警備員Ｂ１-０（交通保安要員にて計上）数量表

項　目
1回の規制に際する人数

交通誘導警備員Ｂ１-０

規 制 回 数
数量(人・日)

交通誘導警備員A 交通誘導警備員B 交通誘導警備員A 交通誘導警備員B

２ － １ － ２

市
道

軍
用

線

←　至　P004(小樽方面)　　 至　P006(札幌方面)　→　

下り線

  P005

上り線

  P005
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※一般道の規制に要する費用は、共通仮設費の
【安全費】に含むものとする。

記号説明事項

矢印板 ※

ラバコーン ※

誘導表示板 ※

銭函川橋 下り線　A1

図面番号

札樽自動車道

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

事務所名
東日本高速道路 株式会社

北海道支社 札幌管理事務所

施工会社名

小樽IC～銭函IC間橋梁補修工事

――

交通保安要員配置図(3)

交通保安要員配置図(3)

交通誘導警備員Ｂ１-１（交通保安要員にて計上）

数量表

項　目

交通誘導警備員Ｂ１-１

規 制 回 数

８ －

1回の規制に際する人数 数量(人・日)

交通誘導警備員A 交通誘導警備員B 交通誘導警備員A 交通誘導警備員B

－ １ － ８

下り線

  A1

上り線

  A1
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